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第１章緒言

惨出性肋膜炎が結核感染ト互二密接ナル開係二

在ルコトハ疑‘ヒ得ナイ事賓デアル。

殊二肋膜炎ノ登症が多クーハ結核感染後比較的早

期二起ルト言フ事賓故、小林義雄博士が海軍兵

士二於ケル丹精ナ結核調査研究ノ業績デアツ犬

有馬英二教授モ亦陸軍兵士ノ結核調査研究二於

テ同様ノ所論二到達シテヰルノデアル。

所謂特登性肋膜炎が殆ンド全数近ク凡テ結核性

デアルト最初二主張シタノ・ヽ佛蘭西學派、殊ニ

Dandouzyト其ノ門下デアル。彼等ハ特登性肋

膜炎ト冊スベキモノノ98％ノヽ凡テ結梅匪デア

ルト輯シ、肺結核進展過程二於テ所謂初期喀血

ト同等ノ意義ヲコノ特貨性肋膜炎二認ムベシト

主張シタ。

Ａ．Aschott が動物賓験ニョリテ肋膜炎惨出液

中ヨリ75ガエ結核菌テ検出シテ報告シテ以来

惨出性肋膜炎ト結核感染トノ不断ノ開係｡ハ全ク

賓澄的根嫁ノ上二立ツニ到ツタ。

以来コレラ唱矢トシテ胸水中ノ結核菌澄明ハ動

物賓験ニョリ叉ハ培養法ニョリテ陸績ト追試セ

ラレソノ報告ハ腫ヲ次イデ報ゼラレテ今日殆ン

ド゛90％ニ近キ菌陽性阜テ示スコトガ承認セラ

レテヰル。

余等ノ中金井、見谷モ研究報告第１報二於テ肋



膜炎惨出液中ヨリノ結核菌培養成績ヲ報告セ

リ、卸チ50例中ヨリ39例二於テ陽性テ見タリ、

余等ノ其ノ後ノ培養成績・ヽ同一患者胸水ヲ反復

スルコト及手技ノ熟達等ノ結果90が以上ノ成

績ヲ示シツツアリ、郎チ余等モ亦諸家ノ云フ如

ク肋膜炎ノ大多数ノヽ結核性ニシテ就中ソノ溶出

液ノ’ヽ結核菌性ナリトノ所信二到達セリ。

然シナガラ惨出性肋膜炎ノ雙症ノ直接原因が結

核菌白膿が肋膜列巳ス篤力、叉ハ菌毒ニョルカ

ーハ今日尚ネ明快ナ解決ヲ見ナイノデアルガ、亜

米利加學派二於テモ、偏逸學派二於テモ、大勢

ノヽ肋膜炎ノ襲症ヲ結核菌毒二對プ、ル生膿ノ過敏

症、「アレルギー」ニ第一義的要因テ置４テヰル。

1914年Rist ・ヽ結核菌ニョツテ像ｙ感染ヲ･起シ

タ海狸ニソノ腹腔内＝・生結核菌テ更二注入いﾚ

ｰこ血性ノ溶出性腹膜炎ヲ襲症シタ。然シ非結核

ノ海狸卸チ對冊ノ健康海狸ニハ生結核菌注入ノ

後腹膜炎ノ症状ヲ見ズエ唯徐カニ慢性ノ結節性

宛化ヲ起シタユスギタト報告シテヰル。

1917年Paterson ､ハ如上ノ事賓ヲ海抜ノ肋膜

腔二於テ追試シ同様ノ結果二到達シタ。 Petroff

a Steward ノヽ更二結核動物二茸「ツベルクリン」

ヲ用ヒテ同様二肋膜炎ノ襲症ヲ見タ。

　

ソシテ彼

等｡ハコノ現象ハ「アレルギー」性ニョルモノデア

ルト結論シタ。

更ニT.Howard 、ハ近業(1936)ニ於テ結核海狸

ノ腹腔内ニ3－5％ノ奮「ツベ｀ルクリン」3―5cc

列主入スルコトユヨリ結核海狸ノ80ガユ惨出

性腹膜炎ヲ･襲症セシｙルコトニ成功シタ、

　

ソ

　

ノ

中二於テ22％ノヽ同時二肋膜腔内ニモ惨出液ノ

襲来剽

「ツベルクリン」ノ注入モ全ク惨出液ヲ碓米シナ

カツタト報ジテヰル。

1933年Ｔ．Ｆｕｒｌａｎ.ハ自己ノ維験シタ興味深イ症

例ヲ報告シテヰル、印チ20歳ノ「ツ」反息強陽

性テ呈スル肺結核ノ少女ニ0．05ccノ罵「ツベル

クリン」ヲソノ肋膜腔二注入セルニ豊熱1ヽ共二

定型的惨出性肋膜炎ヲ起シタ。コノ事賓ヨリ彼

八次ノ如ク結論スル、印チ「人幄二於テ肋膜炎テ

豊症スル要因ノヽ生膿がhyperergischデアルコ

　

トト、結核菌自慌カ叉ダヽ結核菌毒ノ存在ヲ必要

　

トスル」ト。

　

ソシテ彼ハ更二述ベテ重症肺結核

患者二惨出性肋膜炎グ見ルコトノ少４ノノヽ重症

者二於テノヽ既ニ「アしツレギー」が低下シタ状態ニ

アル篤デアルト。

　　　　　　　　　　　　　

ゝ

上述ノ諸家ノ他二肋膜炎ノ登症二就テ結核菌毒

二對スル生膿ノ「アレルギー」ノ存在が重要才意

義ヲ有スト主張フヽル入力ニKoniger, Bruns-

Ewig, Orotz, Tendeloo, Wallgren等ガアル。

本邦二於テモ亦故小林義雄博士ノヽ廣汎ナル資料

　

ヨリノ観察ノ結果、肋膜炎豊症ノ要約トシテ、

第一、「ツ;｀ルクリン」、「アレルギー」が彊反息

テ呈スルコト、第二、肺二初期受化群ノ存在ス

ルコト、第三、人酸二菌血症ノ存在わレコ1ヽ等

ヲ主張サt／ル。

上述ノ如キ諸家ノ観念ヨリスレバ、惨出性肋膜

炎ノ豊症ハ生幄が、殊二肋膜が「ツベルクリン」

過敏状態ニアル時卸チhyperergischer Zustand

ニアル時二豊症スベキモノト考ヘラレルノデア

著者等ノ一人、金井ノヽ昭和９年４月以来札幌健

康相談所二於テ一般民衆中ノ肋膜炎患片ノ多数

ヲ殊二極ノテ農病初期二観察スル機會ヲ得タ。

余等ノ注意ラ牽イタ鮎ハ初期肋膜炎患者二於テ

モ「ツベルクリン」皮内反庶・ヽ極ノ･テ微賜反慮ヲ

呈スル者が多ク1000倍液二於テ屡ｔ陰性ヲ･呈

スル場合が多敷認メラレタコトデアル。

､印チ肋膜炎二於ケ「ツベJI.・クリン」ヽ「ア゛’l’ギ

ー」ノ再検討テ試ミソノ経過ト該反息ノ消長ト

ヲ･皮内反庖サ通シテ観察セントシタ所以デア

　　　　　　　　　　　　　　　　

第２章

　

研究方法

昭和９年４月ヨリ昭和12年７月迄二札幌健康

　　

相談所サ訪レタ患者ノ内、惨出性肋膜炎患者･1＝
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對シテ､・ヽ特二精密ニ「ツベルクリン」皮内反座ラ

検査シタ。ソシテ経過二件ヒテ反復施行シテ観

察シ久

使用シタ「ツペ｀ルクリン」八傅染病研究所製ノ奮

「ツベルクリン」デ稀悍ニノヽ0．5χノ石炭酸食吏

水ヲ用ヒタ。ソシテ稀即液ノヽ毎月１同原液ヨリ

調製フヽル=1トニシテヰル。

余等ノヽ室温一放置シタ「ツベルクリン」1000倍

稀郡液が夏朋９週間ニシテ著明二反座カヲ低下

セル事賓テ経験シテヰル篤毎月１同、氷庫中二

貯ヘタ原液ヨリ調製スルコトエシテヰル。注射

方法トシテズヽ皮内反座テ用ヒタ。郎チ患者ノ前

勝内方二於テソノ略ｌ中央ヲ「エーテル」ニテ清

拭シタル後、「ツペ｀ルクリン」注射器ヲ用‘ヒテ精

確ニ0．１ｃｃヲ皮内二注射シ同時二約10 cm ノ間

隔サ置イテ0．5が石炭酸食盛ﾌl（テ同様皮内二注

射シテ對照トシタ、。

反庶検査時間二就テハ最初ノ約150例二就テダヽ

24時間拉ニ48時間ノ雨度ヲ検査シテヰルガ大

多敷二於テノヽ48時間目が最強反座テ示ステ以

テ爾来48時間目二於テ反座テ検査フ、ルコトト

シテヰル。

反庶ノ検査二就テハ余等ハ全潤浸ノ大サラ測定

シ直交二直径ノ長サノ平均値ラ以テ表現フ､ノしコ

トトシテヰル。反座が對照ト等シイカ叉ハソレ

687

以下ナル時・ヽ余等ノヽ1000倍尹陰性ト認ノ更二

必ズ100倍稀憚ヲ'検シ、更二陰性テ示ス時ニハ

10倍、更二原液迄試ﾐlテヰル。

施行ノ間隔期間｡ハ３週ヲ標準トシテヰルガ主ト

シテ外来患者サ取り扱ツタ狐二検査期間ノ精確

ヵ期シ得ナカツタ。

コノ｢ツーヽごルクリン｣皮内反営ト併行シテ出来得

ル限り精密二臨休所見テモ検査シ経過観察ノ補

助二資シタ。郎チ常ニ｢ツ｣皮内反営ト赤沈反営

トテ併行シ、酸温、理學所見及自惚的症候ノ消

長ヲモ観察シテ、胸部ノ｢レントゲン｣像二就テ

ハ特二注意ラ彿ツテ病歴二精密二記入シテ對照

シタ。肺ノ｢レントゲン｣像二就テノヽ可及的二寫

具テ撮影シテ肺野ノ病没ノ有無及ビ新病見ノ出

現等二就テ注意ヲ･沸ツテ来タ。。

余等ノ此處二取り扱ツタ症例ハ何レモ穿刺ヲ行

ヒ漿液性ノ惨出液ヲ明カユ認メタモノノミヲ算

入スル。理學的二打診法ニテ著明ノ濁音尹示シ

叉｢レ｣像デ極ノテ濃イ陰影テ呈シナガラ穿刺シ

テ彊抵抗ニョリ肋膜ノ肥厚ヲ澄明フ、ルノミニテ

胸水ノ存在スノレモノー印チ経過後ノ所謂癒著性

肋膜炎ノ如キモノダヽコレ等ヨリ除外シタ。

叉穿刺セルニ膿性ヲ呈セり日キモノモ除外シ

タ。

第３章

　

初検時二於ケル゛ｿ｣反廉

第１節

　

先験諸家ノ報告二就テ

廳出性肋膜炎ト「ツベルクリン」反庖トノ開係二

就イテノ観察叉ハソノ統計ハ、既二古クヨリ可

成多散ノ登表尹見≒然シ殆ンド凡テハ肋膜炎

患者が来訪シタ時、叉ハ入院時二唯１同施行シ

タ検査報告デアル。

叉吾等臨休家が初診フ､ﾌﾚ患者ノ病期雄二症状ハ

極ノ･テ種々多様デアルガソレ等ヲ･考慮シテ報告

シテヰルモノヲ･兄ナ･1ノデアル。

唯Ｗ.Ｎｅｕｍａｎｎハ1912年既二病期ト「ツ」、

「アレルギー」トノ密接ナル開係二著目シテ確カ

ニ結核性岸出性肋膜炎デアリナガラ常ニ「ツ」反

庶が陰性二終ツタ撒例テ報告シ「若シ病機ノ頂

上二在ル時、叉刈

時二於テハ「ツ」反庶ノヽモト戸り種々ナル他ノ細

菌學的及血清學的反庶ハ常二陰性二終ル」ト極

ノテ示唆ノ多イ言葉ヲ洩シテヰル。

叉「ツ」反庖ノ検査方法二於テモPirquet氏反

庖ハMantaux氏反咆ヨリ非鋭敏不確賓ニシテ

従｀タテMantaux氏反咆ハ陽性卒が比較的高率

ラ示スハ常然考ツ得ルニ1トデアル。
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第１表「ツ」皮内反塵ト病日トノ関係

牡牛
微　　弱　　反　　鹿 中等度灰塵 強　　反　　鹿

合　計
1000倍

陰　性
5→10m 11→20m 21→30m 31→40m 414,50m 51m→

！　２　１　１　１　７ 11　1　　5 ２　１　　２

30３日以内 10 16 ４

33.33％ 53.33％ 13.33％

4→7日

５　１　７　１　３５ 2j　　l　　6 ４　１　　３

8247 28 ７

57.31％　　　　、 34.14％ 8.53％

8→14日

６　１　　６　１　３４ 18　1　　9 ２　１　　７

8246 27 ９

56.09％ 32.92％ 10.97％

15→21日

７　１　７　１　１３ ９　１　　６ Ｏ　　１　　５

4727 15 ５

57.44％ 31.91％ 10.63％

22→30日

７　１　　１　１　１８ 12　1　　6 ３　１　　３

5026 18 ６

52.0％ 36.0％ 12.0％

31－

２　１　　０　１　１６ ３　１　　８ ２　１　　５

3618 11 ７

50.0％ 30.55％ 19.44％

61日→

５　１　　２　１　１６ 14　1　12 ２　１　　５

3623 26’ ７

41.07％ 46.42％ 12.5％

34　1　24　1　139 89　1　52 13　　1　　30

383計　　1　　　　　197 141 45

51.43％ 36､81％ 11.77％

本邦二於ヶル惨出性肋膜炎y Pirquet氏反忠

ニョル報告ハ佐藤(恒)氏ノ73％、菅原氏64％、

上田氏72X、山田氏73％、宮本氏87％等デア

Mantaux氏反恵二於テハOrotzハ96.29^ナ

リト言ヒ高橋氏90.4％、上田氏91.7が等ノ陽性

率ヲ報ジ何レモ比較的高察ヲ示シテヰル。

コレ等諸家ノ報告セル症例二就テハソノ症状ノ

軽重叉ノヽ病日等ノ開係ノ報告ガナ４ノデアルガ

後述ノ如ク病状ノ軽重及病日、経過ノjﾌﾟよ否等ノヽ

「ツ」反庖ト密接ナ開係ヲ有シテヰルノデアル。

唯山田、宮本氏等ダヽ前記Neumannト共二多

少コノ鮎二言及シ初期叉ハ病機ノ旺盛時ニハ反

息ノヽ弱イコトテ述ベテヰル。

叉コレ等諸家ノ報告ダヽ凡テ陽性率デアツテコノ

陽性者以外ハ凡テ陰性者卜見敞スベキモノカ、

叉ハ消耗的陰性輯化者vegatuie Ancrgie ト見

ル・ヽごキデアルカ叉ノヽ非結核性ノモノト認ム・ヽごキ

カユ就イテダヽ未解決二問題が残ルノデアル。

第２節「ツ」反懸陰性者二就テ

第１表が示ス如ク余等ノ観察方法テ以テシテ

｢ツ｣1000倍皮内反庶陰性二終ツタモノ383名中

ニ34名(≒8．照％)ニ営ル。之等ノ1000倍｢ヅ｣

陰性者二對シテノヽ、殆ンド全数二就テ更ニ100
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第2表1000倍 「ツ」反磨陰性肋膜炎患者表

症

例

番

號

患

者

姓

名

患

者

性
5

別1齢

患

者

年

患

側

げ

臨 休 的 検 査

劇 液 一1液1赤

ll沈
1反

温1状 罷 磨

「ソ ベル ク リ ソ」

皮 内 反 晦

其 ノ他臨休事項全身
症状及合併症二就テ

1

宕
8
倍

δ1一
〇10
倍 倍

轄 機原 『

l
l

液1 一

φ1

[

■i舎
一 一一 一一一一__

111左 39。.5 漿 柵

『 『 一一__ 　 　

一 療養不良、貧血高度
呼吸促迫 ヲ訴フ (一) C30ノ

ー

篁
30ノ

澗
一 一

(40.

一一一一r　 }　 }　

2 ■}♀ 一挺

15

左 39。.1 漿 柵 一 艦格強健、榮養良 (一)

3 ■1♂ 右 370.5

37。.6

漿 什 88
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一
〔20)

一

(±)

一r

7 ■ 舎 37。.5 漿 嬉
1
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重症肺結核アリ

(一)

1一}一 皿

(± ノ
8一 一
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一
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♂
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不明
}
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㊤
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ヨ

漿 ・ 榊 80 艦格弱、獲育不良 (一)
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12」 右 39。.8 漿 珊

r

95 罐格弱、獲育不良、
呼吸困難アリ

(一)

『
(一)

1・
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一1一 一
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81右
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τ
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}__
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35。.8
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■ ♀ 37。.3 漿

1

柵 一

離 核蓼亨良 粟1(一)
1

(go) 死 亡

■ ♀ 23、 左

1一
左

37。.3 漿 十十 54 鯉格調、榮養不良 (一) 不明

19 ■ 舎 6

『1-
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右一1

34;右
1

38。.7

剰+
22 獲育、榮養佳良、胸
水少量

(一) (一) (±) (±)

20 ■ 舎 36。.7 膿1+ 97 謹格弱、榮養不良 (一) (一) (30)
21 ■ ♀ 36。.6 漿. 十十 一 獲育榮養中等 (一) (一)一

不明

(40)
22

-

23

■
■

♂
一一

♀

39。.8 漿 帯 16 鱒格強健、榮養佳良 (一)

91右 36。.7 漿 什 一
獲育、艦格不良 (一) 不明

24 ■
一

♂

一i

20!右
1

39。.1 漿 柵 100 艘格、榮養中等、腹
膜炎合併

(一) て20)
1

25 ■
一

合

一i

lll左

{

37..6 漿 柵 35 罷格、登育、榮養中
等

(一) (一) (25) 1
26 ■ ♀ 翌」右

18依
37。.0 漿 柵 35 膣格、榮養中等 (一) (20)

27 ■ ♀ 38。.7

36。.7

37。.5

漿 十 10 盟格弱、榮養中等 (一) (一) (±) (±)

28 ■ ♂ 10 膿 (+) 77 禮格榮養不良 (一) (一) (一) (±)

29 ■ ♀ 20i右

右一

1 漿 (++) 123 醜格弱、全身症状重篤
、肺結核合併

(一) (32) 死 亡
F
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左
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♂

舎
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亘
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倍「ツ」液、10倍 「ツ」液、更 二原液 テ以 テ検査 セ リ。

ソノ検定 ニノ・来訪 不能 者 ニノ・巡廻看護婦 二検定

セ シメテヰル。
コ

'第2表 二見 ル如 ク反鷹 ノ結果 テ検 定 セ シモ ノノ

大多藪 ノ・「ツ」ノ稀繹 テ縮少 スルニ ツ レテ多 クノ・

陽性 二軸化 シテヰル。 帥 チ100倍 ・二・於 テ14例

10倍 二於 テ5例 ヲ・陽性轄化 セ シメテヰル。第2

表 中不稔 トアルノ・「ツ」反鷹 ノヨ リ濃 キモ ノノ試

験施行 セヌモ ノラ・示 ス。不 明 トセルノ・検査 テ施

行 シタルモ反慮成 績 ノ検定 ノ出来 ナ カツタモ ノ

テ示 ス。

原液迄施 行 セル ニモ關 ラズ「ツ」反鷹全 ク陰性 テ

示 シタ興 味深 キ症例:ガ3例 アル、 コ レ等 二就 テ

ノ・後述 スル。

又 コ レ窪 ノ陰性反雁 テ示 シタ症例 二就 テソ ノ臨

休的症候 テ観察 スル ニ、表 示 スル如 ク礎温 ノ・高

熱 ラ示 シ、赤沈 反慮 ノ・高度 ノ速進 ヲ示 シテヰル

モ ノニ多 カッタ.且 ツ全身症状重篤 ナルモ ノニ

多 ク、重症肺結核 テ合併 セルモ ノニ見 ラ レタ.

要 之滲 出性肋膜 炎 二於 テノ・「ツ」皮 内反磨 ノ・1000

倍 が陰性 テ呈 シテモ更 二濃度 テ高 メテ施 行 スル

ト大 多数 ノ・陽性反応 テ示 ス、帥 チ滲 出性肋膜 炎

二於 テノ、一見 「ツ」反癒陰 性 ノ如 クナルモ、全 ク

陰 性 二非 ズ シテAllergieガ 弱 化 セル 状態 テ示

スモ ノテ アル。

症 例1一 、42歳 、 家 婦 。

家 族 史 前 史 共 二特 記 ス ベ キモ ノナ シ、3日 以 前 ヨ リ急

二登 熟38。 ヲ示 シ、呼 吸促 迫 ヲ訴 フ、 苦 痛 次第 二増 強

.スル ヲ以 テ6!IV1936、 憺 架 ニテ 営所 ヲ來 訪 セ リ。

所 見 ・・呼吸 促 迫 シテ 淺薄 約60同 、顔 貌漁 衰 シ テ口唇

二 紫藍 著 明 ナ リ。脈 搏 小 サ ク漸 〃醐 知 スル 程 度 ナ リ。

約110回 、罷 温 ・・:357ヲ 示 ス即 チ虚 脱 龍 温 ナ1,。

右 脚 ・・鎖 骨 以 下全 ク強 度 ノ濁 音 化 ヲ示 シ、呼 吸 音 ・・全

ク消 失 セ リ、左 胸 第 四 肋 乳 線 下 同様 濁 音 化 シテ呼吸 音

モ減 退 セ リ。試 験 穿 刺 ・・右 側 胸 部 二於 テ ・・暗 赤 色 ヲ呈

。セル血 性 滲 出液 ヲ得 、左 側 胸 部 ヨ リハ全 ク透 明ナノレ漿

液 ヲ得 タ リ。Vitakampfer2cc、Digifolinlccヲ 皮

下 注 射 シテ 直 千 二胸 水排 除 ヲ行 ヒ、右 胸 ヨ リ血性 胸水

ヲ600cc、 左胸 ヨ ・1漿液 性 胸 水 ヲ300cc排 除 シテ苦痛

稽1減 退 シ テ蹄 宅 セ シ メ タ リ。

訪 問 看 護婦 ヲ ンテ 「ツ」皮 内 反 磨 ヲ強 セ シニ1000倍 、

100倍 、10倍 共 二陰 性 二終 ル。 ブ ザ ソ ソ ン氏 培地 ニヨ

ル 胸 水 ノ結 核 菌 培 養 成 績 ハ 左 胸 コ リ/モ ノ・・(柵)ニ

シテ右 胸 ヨ リノモ ノ・・(一)二 終 ル。 　

初診時 ヨリ後10日 ニシテ不蹄ノ機縛ヲ取ル(第2表

Nr.16参 照)。

上述 ノ症例 ノ・明 カニ結核 性漿液 性肋膜 炎デアリ

ナ ガラ、全 身症状極 メテ 重篤 ノ爲 メAllergie

ガ低 下 シテ10倍 「ツ」rモ 陰 性 デ示 セルモノ

,ナル が本症例 二於 テノ・「ツ」原液 テ施 行 シテヰナ

イ。

第3節 非結核性滲出性肋膜炎二就テ

余等 が興 味深 ク観察 シ タ症例 ノ・第2表 症例 中

Nr.19,Nr.27,Nr.32等 デ アル。 臨休的 二

確 カニ滲 出液 テ説 明 セルニモ關 ラズ「ツ」反磨 が

全 ク陰性 二終 ツタモ ノデ、 ソノ他 ノ臨休事項 二

於 テモ結核性 ト認 メ得 ザル モソ 帥 チ非結核性滲.

出性肋膜 炎 ト思 バ レルモ ノデ ァル。

滲出性肋膜炎ニシテ術 ホ非結核性つモノが存在

スルカ否カニ・就 テ議論 ノアル今 日、著者等モ亦
　ヴの

非結核性漿液性肋膜炎ノ存在 テ疑 ツテヰタノブ

アルガ、少 クトモ此塵二報告 スル症例ノ・結核性

ト言 ヒ得 ナイト考ヘル。

症例2
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患 者 ■■喋 、9歳 男 子 、1936年6/vr來 訪 、 主訴 ・・

5月 中旬 以 來 経 過 セ ル 感 冒 ノ経 過 後 微 熱3705ヲ 訴

フ、某 公 立 病 院 ニ テ肺 門 結 核 ノ診 断 下 二注 射 療 法 ヲセ

リ。依 然 熱 登 ア リ、 食 思 不 振 ナ リ、6/VI初 診 時 二於

テ ・・榮 養 不 良 、 登 育 不 良 ノ少 年 、艦 温37。.4理 學 的 所

見 ・・左胸 下 部 二 於 テ 打 診 音 稽1抵 抗 ヲ 感 ジ 呼 吸音 モ

著 明 二減 弱 セ リ。 試 験 穿刺 ニ テ 極 メ テ 透 明 ナ 漿液 約

15ccヲ 穿 刺 セ リ、 外 見 的 ニモ 稀 薄 色 ヲ 呈 シ「フ.ブ リ

ソ」極 メ テ少 シ、 ブ ザ ソ ソ ソ氏:培地 ニ ヨノし4一乍 ノ培養

成績 ・・結 核 菌 何 レ・モ 陰 性 ナ リ。 赤 沈 反磨 ・・1時 間値

27mm「 ツ」反 臨 ノ・1000倍 、100倍 、10倍 、 原 液 共 二

陰性 ヲ示 ス。

「レソ トゲ ゾ」透 視 二 於 テ ハ 左 横隔 膜 運 動 僅 カニ不 活

溌 ヲ呈 ス ノ ミ、「レ ン トゲ ン」窮 鼠像 ・・左 肺 一卜野 肋 膜 腔

蜜 ヵ●極 メ テ幽 力二陰 巳 化 セ ル他 、肺 門部 蛇 二肺 野 二全

ク異状 ヲ認 メ フご、治 療 ハ劉症 的投 藥 ヲ ナ セ リ、 ソ ノ後

経過良好 ニ シテ通 學 ヲ開 始 セ リ。

ソノ後1937、9/1V初 診 後 約10ケ 月rツ 」反 堕、再 検100

倍陰性二終 ル、 赤沈 反 鷹1時 間 値5mm健 康 ニ テ通

學 中ナ リ(第2表Nr.32参 照)。

症例3

患者 ■■ 某 、6歳 男 子 、 初 診1936、16/皿 、主 訴 ノ・高

熱38。.7、 食 思 不 振 、 所 見 ・・榮 養 佳良 、 獲 育 佳良 ノ少

年、左胸 下 部 二打 診 的 二稚 く抵 抗 ト呼 吸音 ノ減 弱 ヲ認

メ、試 験穿 刺 ニ ヨ リテ約5ccノ 漿 液 ヲ採 取 セ リ、 液 中

ノ「フィプ リソ」最 少 〃、 ブザ ン ソ ソ氏 培 地54・ ノ培 養

・・何 レモ 結 核 菌 登 育 陰性 二 終 ル。 赤 沈 反 磨1時 間 値
ノ

22mm「 ツ」反応 ハ原 液 迄 陰 性 二終 ル。「レ・ン トゲ ソ」検

査 ハ透 視 二於 テ モ窮 鼠像 ニ モ全 〃 異 常 ヲ謹 明 シ得 フご。

271V「 ツ」反 慮1000倍 、100倍 共 二 陰 性 、 赤 沈 反 慮1

時 間値.11mm無 熱 ニ シテ通 學 中 ナ リ(:第2表Nr.19

参 照)。

症 例4

患者 ■ ■1某 、18歳 女 子 、 初 診1936、81V皿 、 主 訴 ・・

約1週 以來 右 胸 痛 ア リ、 登 熟39。 二及 プ、 榮 養 中 等 、

登 育 中等 ノ女 子、 燈 温37。.7、 打 診 的 ニ ハ 異 常 ナ シ、

聴診 射 手右 腕 呼 吸 音 ハ.__..二 低 弱 ヲ示.ス、赤 沈 反 応1

時 間値10mmナ リ。 試 験 穿 刺 二於 テ 約 ラccノ 透 明 ナ

漿 液 ヲ得 タ リ。 「フィブ リ ソ」殆 ソ ド無 シ、 極 メ テ 明澄

ナル ハ外 見 的 二・モ 細 胞 含 有 ノ少 キ ヲ想 像 セ シ ム、培養

成 績 ノ・陰性 二終 ル 。

「レ」線 像 ノ・透 視 蛇 二1鳥眞像 共 二 全 ク 滲 出液 ヲ 認 メ ズ

肺野二陰影ヲモ認メズ。

151V皿筆者 ノ共働者清水寛技師試験穿刺、同様約5㏄

ノ透明ナ漿液 ヲ得テ培養セルモ陰性、爾ホ右胸二呼吸

音 ノ減弱r軽 度ノ抵抗 トヲ残ス、}ツ 」反応1000倍 、

100倍 共 二陰性二:終ル、赤沈15mm。

12!X膿 温36。.7、赤沈16mm「 ツ」反磨10倍 ぐデ陰性、

試験穿刺・・陰性二終ル。

1937、30/m、 一ツ」反璽陽 性二軸化セll、 「レ」窮鼠像二

異常ナシ、透視 二肋膜癒著 ノ症歌全 ηナシ、赤沈15

mm健 康ニシテ家事 二徒事 シツ・アit(第2表Nr・27

参 照)。

上述 ノ3例 ・・何 しモ著 者 自 ラが胸水 ノ存在 ヲ確o

認 シタルモ、 ソ ノ胸水中 二八結核 菌 ノ培養 澄明

ハ陰性 二終 リ、「ツ」反鷹 ノ・何 しモ原液叉 ノ・10イ音・

迄陰性 ラ示 シタルが故 二結核性 トシテノ・承認 シ

難 ク即 チ非結核性滲 出性肋膜 炎 ノ存在 テ認 メネ

バ ナ ラヌ課 デアル。

唯第4症 例 ノ ミノ・牛 ケ年後 二於 テ「ツ」反慮 陽性

二軸化 セル故非結核性 ト断 定 一ヘル ニ多少躊躇 テ

感 ズルモ ノデ7ル 。

著者等 ガ{こ験 セル コレ等 ノ非結 核性滲出性肋膜

炎 二就 テ ソノ臨休的共通難 ラ考察 一ヘレバ(1)1

例 二於 テノ・感 冒二縫瑳 シテヰル、 ・2}何 レモ暖

熱 テ訴 ヘ テヰルガ、 非常 ナ高熱 デノ・ナィ、(3)

理 學 的、打 診及聴診 二於 テハ何 レモ徴 候 が軽微

デ アル、即 チ滲出液昂 ハ少lllニデ ァル。(4)「 レン

トゲ ン」爲 眞像 二於 テモ 透視 二於 テモ 滲 出液 ノ

検 出ノ・著 明 デナ イ。(5)赤 沈 反磨 ノ・軽 度 ノ速進

テ見 劣。(6)「 ツ」反慮 ノ、全 ク陰性 二終 リ年齢 ノ

後 ニモ爾 ホ陰 性 テ示 シタ例 テ確 認 シタ。(7)漿

液 ノ・透 明 デ稀 薄 デ白血球少 ク、「フィブ リン」少量

デ アル。(8)漿 液 ノ中結核菌培養 ノ・常 二陽 性 デ

ァル。(9)潴 溜 液 ノ消失 ノ・比較 的速 カデ病勢 ノ

経過 バー過性 デアル。(10)胸 水 ノ吸牧後肋膜 ノ

癒著、肥厚 テ認 メナカツタ。

之等上述 シタ余等 ノ観 察 セル症 例 が所謂軽症肋

膜 炎ニ一致 セルや否 やノ・今後 ノ経験 ト更 二深 イ

観察 二待 チタ イト思 フ.古 来 ノ特登性 肋膜 炎

IdiopathischePleuritis又 ハ感 冒性肋膜 炎Er

kalfungspleuritisノ 存 在 ノ疑 ハ レテ、:Landouzy
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一派、叉.ハH. Schlessing:er,Gerhardt, Ste-

inert, Liebermeister A. Fraenkel等ノ信ズ

ル如ク、凡テノ惨出肋膜炎ダヽ結核性デアルトノ

強調ノ中ニアツテ、著者等ノヽ極タテ少撒例デ

ハアルガー383例中ニ３例一確カニ非結核性

ノ漿液性ノ肋膜炎ヲ経験シテソノ存在ヲ確認シ

【第18巻

タ。叉余等ノ’報告例､ハ「ツ」反廳が年齢二亙ル

モ陰性テ呈シタ症例郎チ結核未感染者二認メタ

モノデアルガ、同様ノ症例ノヽ「ツ」反撫陽性者ニ

モ登症シ得ルワケデアル、コノ場合二於テノ’ヽ結

核性軽症肋膜炎トノ鑑別・ヽ困難トナルワケデア

フレＯ

第４節「ツ」反吉ノ概観的考察

上述ノ少数例タ除ケバ殆ンド大多数ノ惨出性肋

膜炎ノ｢ツ｣反恵ノヽ陽性デアル。仮令1000倍が

陰性ヲ呈シテモ100倍及10倍テ試験スル時ダヽ

多クノ｀ヽ陽性ｦ･示スノデアル。

剖]チ第１表二示ス如ク1000倍陰性者モ賓,ハ

AUergie J低下セルモノト認メル時,ハ383例

中379例(≒98.96%)ハ｢ツ｣反恵陽性グ示ス。

今コノ1000倍陰性者テモ大値トシテAllergie

低下者部チ弱反恵者ト見傲ストキノ･ヽ383例中

197例(≒51.43ガレハ20mm以下ノ反鹿印チ極

ｊテ弱反庶ヲ･呈ス。反之40 mm以上ノ比較的

彊反嘸多示シタ者ノヽ45例≒Ｕ．77％ニ過ギフヽ。

郎チ余等臨休家が観察スル惨出性肋膜炎二於テ

。’｀｢ツ七クリン｣、｢アlノルギー｣゛｀低下セル状

態二在ルモノデアル。此ノ事賓二就テノ'ヽ、著者

等が曾テ指摘シタトコロデアリ、叉熊谷氏モ同

様ノ意見テ晋表シテヰル。換言ス1ノバ余等ノ今

同ノ成績ノヽ熊谷氏ノ所見ト一致スルモｚデア

第４章「ツ」反嘸ト臨林的事項トノ関係

第１節

　

病日ト「ツ」反意トノ開係二就テ

余等臨休家が肋膜炎ヲ観察スル時期ノヽソレゾレ

種々雑多デアル、郎チ登病極ノテ初期ニ３日ヨ

リ殼病後年膀ヲ繩過シテ倚才惨出液ノ吸収ノ起

ラタ極メテ遷延性ノモノニ至りレモノ等デアル。

急激二登病シテ直チュ来訪シテ来ル患者二就テ

。・ヽソノ病日ノ推定ノヽ比較的平易デアルガ極ｙテ

慢性ノ経過ヲ･探ルモノニ就テノ病日ノ推定ハ精

確ヲ期シ難ｲ。

仮令ヘバ著者等が小県校學齢見童ノ集團的｢レ

ントゲン｣検査二於テ登見スル惨出性肋膜炎ノ

如ク、患者自ラノヽ自惚症全クナク、疾病ノ意識

ノ全ク困難デアリ、不可能デアル。

然シ乍ラ大多敷ノ症例二就テノヽ何等カノ症状チ

訴ヘテ賛病ノ時期ノ想定が差シテ困難デナ４モ

ノガ多イコトハ賓地醤家ノ等シク経験スルコト

デアル。

著者等が今第１表二報告スル症例ハ何レモ種｡を

ナ自費症、例令ヘバ、毅熱、胸痛、咳楸、呼吸

苦等ノ疾病感ヲ訴ヘソノ毅来ノ時期ヲ大鰐想定

シ得ルモノノミサjlミメタ。

郎383例中農病第３日以内ノモノ30例、第4－

第７日ノモノ82例、第８日一第14日ノモノ82

例、第15日一第21日ノモノ47例、第22日一

第30日ノモノ50例、第30日一第60日ノモノ

36例、第60日以上ノモノ56例トナツテヰJレ。

而シテ｢ツ｣反恵二就テダヽ上記ノ如ク總散383例

中197(＝51．43χ)､ハ極メテ弱反忠ヲ･、141例

(＝36．81％)・ヽ中等度反忠チ、45例(＝11．77％')

ノヽ彊反忠チ呈シテヰル。毅病３日以内ノモノニ

於テダヽ30例中1000倍陰性チ呈シタルモノ僅カ

２例、叉弱反忠チ呈シタモノモ他二比シテ比較

的低率33．33％チ示シ、中等乃至彊反忠ヲ呈シ

タルモノガ他二比シテ高率チ示シテヰル事が注

目ヲ牽ク、反之病日が進ムルニツl／テ弱反塵者
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一 一 一 一 一

ノ比卒ハ漸次二上昇シテ第３迦病日群二於テハ

　　

コノ事賓､ハ後述ノ症例観察ノ場合ノ事賓トヨタ

陰性反患者数二於テモ弱反息者比卒二於テモ頂、一致フヽ、即肋膜炎ノヽ「ツベルクリン」、「アレルギ

鮎ヲ示シテヰル。更二病日が進ムニツレテ弱反

　　

－」ノ強盛ノ時二多クノヽ碓症シテ、賛症ト共二

患者比率ノヽ叉漸次低下ノ傾向ヲ示シテヰル。

　　　　

可成急激二低下シ、病機ノ頂鮎二於テ最モ低下

叉病日ト強反忠群郎チ「ツ」反忠40 mm以上ヲ　　セル状態チ示シ更二恢復期二入リテ噌彊シテ来

呈セルモノトノ開係ヲ観察ソ､ルニ極、･テ初期ノ

　　

ル事賓ヲ･物語ルモノデアル。

モノ郎チ３日以内ノモノニ於テ、ヽ、他群ノソ･／

　　

郎チ極早期二訪レテ来ル肋膜炎患者が陰性叉ノヽ

ニ比シテ差ハ僅少デハアルガ高率13.33％ｊ示

　　

弱反患者が他二比シテ比較的少イノ・ヽ「ツベル

シ、更二病日が進ム＝－ツレテ4－7柄日/ 8.53　　クリン」、「アレルギー」が尚オ低下セヌ状態二在

χノ最低テ示シ、再ビ上昇シテ31―60病日群

　　

ルコトヲ示フヽモノデアラウ。

ノ19．44％ノ最高卒ヲ示ス。

第２節

　

赤沈反感ト「ツ」反感

初検時二於テ｢ツ｣反息ト赤沈反庖トラ併行シテ

検シ得タ肋膜炎症例ハ309例デアル(第３表)。

赤沈反忠ハウエステルグレン法ニョリ１時間値
－ ･ 一 一 － -

第４表

　

’ツ」皮内反腰ト般温トタ開係

　「ッ」
　＼反塵

肺　＼、

　温　｀

微弱灰塵 中等紅塵 強反鹿

計1000
倍
(－)

５皿
→10

11m

→20

211よ31回り1 mitiBOnini

→30 ->40→50→

36°rJ下１　１
０ ５ ４＼　１１　０ｉ　１，　１２

. - 　 　 ●

50 0％ 41.66％ 　j 8.33%
　j

36°.1→

37°
11 ２ 51 36 2（　7 17 145

44.13％ 32.41％ 16.55％

37°.1→　16
八八肖　八　　｜

12 63 I 40 23 ３ 15 172
ｊδ　．Ｕ

52.90％
　，　　　　1

36.62％ 10.46％

38°.1→
39°.0

２ ４ 19 15 ３ １ ２ 46

54.34％

f　　　　j

39.13％ 6.52％

３９°．１→‘　４

Ｊ八ｎ　八　　；
０ ２ １ １ ０ ０ ８

４Ｕ　．Ｕ

75.0％ 25.0％ Ｏ％

34　1　18140 96 49 11 35 383

1　　50.13％ 37.86%∩2.01％

第 ５表「ツ」皮内反庶ト弧格表

｢ﾂ｣ご

　格

微弱灰塵 中等反庶 強反鹿

1000

倍
(一ﾉ

５ｍ

→１０

11m
→20
21imii31niin41min51皿
→30　　40→50→
　　　　　　1　　　1

虚　弱
17 10ﾄﾞ7剔↓↓ド9:蛸10

181
57.45％

1　　　　1

　　　Ｉ　　　　　　　　　Ｚ３１．８?ぶi　7.73％

　　　　　　　　　　　　/

中　等
８ ５ 38 28リ8

　　　l　_____

41.07％

５ 10
112

45.53％ 13.39％

強　計
９ ９ 25 27 16 ６ 10

102
42.15,％ 42.14%' 15.68％

合　計
34 24 140 99 53 15 30

395
50.12％ 38.4R％ 11.39％

ヲｍｍヲ､以テ表ﾉヽ。

コノ309例中二於テ｢ツ｣反息20mm以下郎チ

弱反息テ呈シタルモノ136(≒44．01％)ニ常ル。

コ/ 136例中赤沈反庶値テ第３表ノ如クソレル分類スレバ、35例ハ61－80

mm ノ分域匯二

　

第３表｢ツ｣皮内反塵ト赤沈反噸トノ開係

＼「ク」
　＼、　反吃

　赤

　沈

心
　1皿→10

微弱反鹿 中等反哩 強反嘔

計

10

1000

倍

ダー｀Ｉ

ｓ　　／
　　１

５皿，

→10

11m
→20

21四

－40

k，　　－
　　2

31皿
→40

　　4

41min5 Idhd

→50→
　　i

１ ２ ０

　j　　　　y40.0% 60.0μ

11→25
４ １ 11 ７ ８ １ ４

36
　F　　　　I44.44％ 41.66％ 13.88％

26→40
２ 3　14 12 ６ ４ ５

46
41.30％

j　　　　j
39.13％ 19.59％

41→60
４ １ 24 24 17 ３ ８

81
35.80％

　　750.61%

　　j

13.58％

61→80
３ ６ 26 17 ３ ７ ６

68
51.47％

l　　　　j
29A1% 19.11％

81→100
５ ０ 11 21 ２ ０ ５

50
44.0％

l　　　　j
46.0％ 10.0％

lOllfflD→
３ ０ ８ ４ ２ ０ １

18
61.11％
・　　　　j

36.66％ 5.55％

合　計
22 12 102 87 42 15 ，29

309
44.01%' 41.74％ 14.23％
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入ル。叉彊反座尹示シタ。 44＝・(14.23%)ニ就

テ見ルニ最モ多敬二於テ郎チ13例二於テ赤沈・

ノ･ヽ61―80mm尹示フヽ。今赤沈反座同値テ示シ

テヰル症例群中二於テノ「ツ」反恵ノ彊弱各カノ

比率ヲ見ルニ、赤沈値11―25 mm群中二於ケル

「ツ」反座強弱ノ比ノヽ44: 13、26―40 mm群中一

於テノヽ41:19、41―60 mm中二於テノヽ35 :13、

61－80 mm 群中二於テハ51 :19、80－100 mm

群中二於テノヽ44 : 10、101 mm 以上二於テノ｀ヽ

【第18巷

61:5ナル比率サ示ス。

印]チ赤沈値が低４群中二於テノヽ｢ツ｣反庶弼弱ノ

比・ヽ小サク、赤沈値ノ上昇ニツlノテ雨者ノ比が゛

大トナル、換言スレバ大膿二於テ赤沈値が高ク

ナルニツレテ｢ツ｣反庶弱反息チ示スモノガ比較

散サ増加スル、殊二赤沈１時間値100mm以

上ヲ示スモノニ於テハコノ事賓が極メテ著明二

示サレテヰル。

第３節「ツ」反吉ト僣温トノ開係

熱貨が生酸ノ｢アレルギー｣ニ良化ヲ典ヘルコト

　　

平熱ラ示シタモノ145例中弱反恵ハ64(≒44. la

ダヽ周知ノ事責デアル。余等ノ観察二於テモ毅熱

　　

％)強反恵ノモノ24(≒16．55％jデアル39°。0以

ト｢アレルギー｣トノ開係ハ可成重要ナ事項デア

　　

上ノ高熱者８例中６例(＝75％)ハ弱反庶ヲ･示

ル。唯余等ノ遺感トフヽル鮎ハ、余等ノ観察二於

　　

シ、強反恵ヲ示シタモノハ皆無デアル。

テハ悉ク外来的二観察シタノ£デアツテ多クハ

　　

以上テ通覧スルニ390 以上ノ高熱テ毅セルモノ

午前中ニ１回ノ検温ヲセルノミデアル。印チ１

　　

及虚脱酸温ヲ示シタ素群二於テハ、｢ツ｣反意が'

日ノ最高値温叉ハ１日ノ弛張等二就テハ精確ナ

　　

微弱デアツタモノガ最モ高率デ、微弱反忠が最

観察テ容サレナカツタ。

　　　　　　　　　　　　　

モ低率テ示シタモノ｡ハ平熱ヲ示シタ症例群デア

余等ノ観察記載・ヽ383砂けルガ36゛以下ノモノ

　　

ツタ、、コレト全ク逆ニ｢ツ｣反恵ノ彊反恵群二於

卸チ虚脱膿温トモ言フベキモノガ12例、36゜。1

　　

テハ最モ高率｡ハ平熱群デ、39°以上二於テダヽ張

－37°。0ノモ/ 145例、37°。1－38°。1ノモノ172　　反忠ノヽ0％、38°。1―39°ニ於テノ･ヽ6.52が、酸温

例、38:し1―39°。0、46例39 。0 以上ノモノ８例　　ノ低下ト共二漸次二高率トナリ平熱群J 16.55

デアル。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

％ヲ以テ頂上トシテヰル。

虚脱膿温テ示シタモノ12例中｢ツ｣反恵弱反恵

　　

要之肋膜炎二於テハ毅熱ト｢ツ｣、｢アレルギー｣

ヲ呈セルモノ６例k＝50％)、彊反恵テ示スモノ

　　

ノ強賜が可成明白二臨休的相開開係ヲ物語ルノ

１例(8．33χ)デアル。

　　　　　　　　　　　　　

デアル。

　　　　　　　　　　　　　

第し↓節

　

皮内反吉ト首格トノ開係

今395名ノ各年齢テ通ジテノ肋膜炎患者ノ酸格

　　

ノニ於テハ弱膿格ヲ示シタモノ57．45χナルニ

ニ就テ、外観的二分類シタ病歴ノ記録二就テ統

　　

強壮ナルモノ42．15％、｢ツ｣反庶図キ群中二於

計的二観ルニ、強壮ナルモ/ 102 ( = 25.82^)、　テノヽ酸格虚弱ノモノ7．73％ナルニ強壮ナノレモ

中等者112(＝28．35％)、虚弱ナルモノ181(＝

　　

ノ15．6％ヲ示シ、前者トハ恰度逆ノ比率ヲ示シ

45．82％)デアル。

　　　　　　　　　　　　　　　

テヰル。卸チ強壮ナルモノニ於テハ｢ツ｣弱反恵

今コノ碧格ノ強弱ト｢ツ｣反恵トノ開係ヲ概観入

　　

ノヽ比較的低率ヲ示シ、虚弱者二於テ高率テ示シ

ルニ｢ツ｣反恵ノ弱イモノ印チ２ｍｍ以下ノモ

　　

テヰルノデアル。

　　　　　

第５章

　

臨林的経過卜｢｀ｿ｣反感ノ消長蛙二赤沈反感トノ関係二就テ

余等ノ観察セノレ肋膜炎症例中二於テ前述ノ方法

　　

ヲ以テ｢ツ｣皮内反恵検査ヽ赤沈反忠拉ニ｢゛シト
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ゲン｣像ラ對照シテ比較的長期二亙リ、ソノ経

過グ観察篤シ得タモノハ87例デアル。コレ等

・ヽソレゾレ経過ヲ追ツミテ７同乃至17同二亙り

反復｢ツ｣反庶ノ検査テ行ヒ、コレ等ノ中赤沈反

息ト併行シテ検査シ併テ臨休的ノ記樅ヲ･残シテ

ヰルモノガ59例デアル。

コノ症例中維過良好ニシテ通常ノ生活二返り得

タモノ87例中59( = 66.2り勾二常ル。叉臨休的

二不良ノ経過サ取｡ルモノ、印チ重症肺結核二移

行セルモノテ主トシテ重症肋腹膜炎、多特性漿

液膜炎惶良及ビ２例二於テハ肺結核卜共二脳膜

炎テ併殺シテ不良ノ轄機ヲ取ツテヰ～が、コレ

等ノ直接肋膜炎二頓興シテ不良ノ像後ラ取ツタ

モノ17例( = 19.54几デアル。叉患側二再斜牟

ヲ･起シ、叉八年除二亙リテ極ノテ慢性ノ経過ラ

取り反復胸水ノ排除ガミシ時ニハ倣十同ノ胸水

ノ排除テ行ヒタルモノブ､ｼﾞ、特ニコレ等ハ中年以

後ノ成人二見ラレタガ、判然タル経過ラ示サタ

モノ11(＝1e．64％)等デアル。

コレ等ノ症例二就テ｢ツ｣反庖ノ｢動キ｣ヲ見～

ニ、臨休的二良好ナル経過ラ採ツタ59例中48

例(＝83．05≒)ニ於テノヽ反復｢ツ｣反恵検査ノ結

果、著明－｢ツ｣反庖ノ強化ヲ認ノテヰル、反こ

不良ノ韓機二向ツタ17例中14例( = 82.35右)

ノヽ反廳弱化テ示シテヰル。

更ニ｢ツ｣反庖ト赤沈反庶トノ開係テ第７表ニョ

ツテ見ルニ、｢ツ｣反庶ト赤沈反庶トサ併行シテ

検査シテヰル59例二就テ臨休的二良好ナ経過

前二述ベタ如ク惨出性肋膜炎ヲ慨症シテ患者が

吾々臨休家ヲ訪レル時ノ｀ヽ既ニ「ツベルクリン」、

「アレルギー」が低下セル状態ヲ示フ、コトガ多

･f。特二臨休的諸症状ノ重篤ナル者程コノ傾向

が僅イ。

然シ負症直前二於ケル「アレルギー」状態､・ヽ如何

デアルカ、コノ鮎・･於テノ精確ナル観察症例ノヽ

第 ６表

　

臨林的経過ト「ツ」反感ノ消長表
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-

へ　　　¬　，
｀ごｉ　壇
必ｇ

４＼ビ

糾に蕩＼　僅

不

礎

低

下

合

計

「ッ」反
唯耐強
率

｢ッ｣反
鹿低下
率

良　好　48　　3　　8 59 83.05 13.56

不　曼　３　　　３　　　５ 11　　1　27.2745.45

不　良　　2　　　1　　14 17 11.76 82.35

合　計　53　　　マ　　四　　87　＝

百分率60.92 8.04　31.03 100％･

第

一
臨

表

　

→｣反喉1ヽ赤沈植化對照表

粧

「ツ

　

佳

　

良丿石

　

曼
赤沈反唸｣赤沈反咆

吋丿馳竹忠

-･--

　

- l-･-･-ﾐ･-･･“　　・　　－

雅
一
不
一
低
一
存

白‘

恢復噌悪
強ｊ３１

　

４

　

１

Ｗ-ｌ-ﾐ=･-

　

=乙

　　

＿四
分

　

２

　

１

　

１

壇悪｜

---一一一一一一一一-
赤沈反堅

以仇贈

ぎ

-

１

－
０

２

－
３
一一一
仁Ａ

.ヨ71.4ｼ

39

－

　

5

－
15

－
59

下

　　

８

　　

０

　　

１

計

　

41

　

5，3

刈.1.川□7150.0詞．0丿

列

沈反彪ハ恢復テ示シコノ中｢ツ｣反庶噌強セルモ

ノ35例(＝75．叫％)デアル。

臨休的一噌悪セル７例中赤沈ノ昂進５例(＝

71.42脳中｢ツ｣反庶弱化セルモノ４例デアル。

印]チ｢ツ｣皮内反慰ハ肋膜炎ノ経過中二於テ・ヽ大

胎赤沈反庖ト一致シテ著明ナ憬後ノ指針トナリ

得ルモノデアル、印経過良好ニシテ病機が治癒

一向フ時ハ著明二皮内反息ハ強化シ、不良ノ機

輔二向フ時ニハ弱化シテ逡ニハ陰性レアネルギ

ー｣テ呈スルニ到ルモノデアノレ。

　　　　　

第６章

　

症例鮭二症例二就テノ観察

第１節

　

肋膜炎登症前二於ケノレ｢アレノl・ギー｣状態二就テ

敬が少４ノデアルガ、余等が相談所二於テ肺門

部結核叉ハ肺結核ノ観察中肋膜炎テ殺生セルモ

ノ及ビ肋膜炎経過観察中二於テ全ク胸水ノ吸収

後再ビ惨出液ノ瀦溜テ起シタ所謂再負性ノモノ

及他側二新シク馥症セルモノ等二於テ僅カニ登

症前ノＦアレルギー｣状態グ観察フ、ルコトヂ得

タ。
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肺結核叉､ハ肺門部結核ノ経過観察中二肋膜炎ヲ

馥症セル症例ハNr. 16、Nr. 21、Nr. 22、

Nr. 23、Nr. 35等デアル、此ノ５症例中二於

テＮr.16ノミノヽ登症前二於グル「アレルギー」

ハ極ノテ微弱反感ヲ示シテヰル、iP 20 mm内

外テ示シ登症ト共二更二低下シテ1.5 mmト

ナリ更ニ10mmトナリ、恢復期二向ヒタルモ

僅力30mmトナリ全ク健康膿二復スト共二叉

低下テ示シテヰル。反之他ノ４例二於テハ殺症

前ノ「アレルギー」状態ハ何レモ強盛デアツタ、

郎チhyperergischer Zustaud テ呈シテヰタト

想像サレルガ冊症ト共二低下尹示シテヰル。

一側ノ肋膜炎ノ経過後再貨、叉ノヽ他側ぺﾉ移行

等二就テ観察シ得ル症例ハNr. 13、Nr. 15、

Nr. 17、Nr. 19、Nr. 20、Nr. 23、Nr. 24、

Nr. 25、Nr. 35 等デアル。就中Nr. 17ニ於

テ､ハ興味深キ事賓テ示ス、自］チ肋膜炎ノ殺症直

後､ハ僅力15mmノ弱反感テ呈シ恢復ト共二著

明ナ「ツ」反庖ノ強化ヲ来シ115 mm トナリ、検

査後６日ニシテ患者が激発シテ急激二熱稜ト共

二惨出液ノ再瀦溜ｦｰ来シタ、ト同時ニ「ツ」反感

｡ハ叉著明二低下シ60mmテ示シタ。

コレ等ノ症例ヲ･通覧スルニ殼症前ノ「ツ」、「アレ

ルギー」状態ハ強盛ヲ示スコトガ多ク、印］チ惨出

性肋膜炎ハ「ツ」反慮強盛ノ時二馥症シ易ク、殼

【第18巻

症ト共二可成急激二反塵。･ヽ低下ヲ･来スモノデア

ル。然シ少数二於テハ「ツ」、「アレルギー」が微

弱ヲ呈スル時ニモ賛症シ得ル。郎チHyperergie

ト言フコトガ不可訣ノ要因デダヽアリ得ナイ。客

観的二検討シ得ル「アレルギー」ノ強弱ト言フコ

トノ他二郎チ個慌ノ膿況叉ダヽ値質ト言フ要因ヲ

考ヘネバ説明が出来ナイ。

叉余等が興味深ク観察シタ症例ハNr. 15、Ｎr･

21デアル。 Nr. 15ニ於テハヽ「ツ」反庶陰性時ヨ

リ観察シテヰル中ニ「ツ」反息陽性二韓化シ･テ惨

出性肋膜炎ヲ脅症シ、ソレガ恢癒シテ更二他側

二橿冊シタ。Nr. 21 ニ於テハ明カニ感染源ヲ有

シ、「レ」寫具像二於テ明確二肺門腺ノ腫大テ認

ｊ｀タク倚゛赤沈反恵゛著明二遼進サ示シツグｙ

「ツ」反庖ハ100倍－デ全夕陰性ヲ･示シタ、ソレ1

が陽性二轄化シテ程反恵ヲ示シ、約牛ケ年後ニj

惨出性肋膜炎テ殼症シテ家タ。コノ症例二於テ

吾等ノ學ビ得タコト｡ハ、赤沈反庶ノ促進、「l／」

線的ノ症候、況ヤ解剖的症状ハ「ツ」坂庶出現二

先行スルコトデアル、コノ事賓ハコヽニ例畢セ

タ他ノ幾多ノ症例二於テ吾等が観察セル事賓デ

アル。更－コノ２症例二就テ見ルニ、肋膜炎登

症前二共二陽性二轄化シテ共二可成程反庶ヲ示

シｙヰルコトヲ見逃シ得ナ４．

　　　　　

第２節

　

経過中二於ケノｙ「ツ」反崖

症例Nr. 14、Nr. 25 等ノ如ク惨出液ノ瀦溜モ　　農症後重篤症状ヲ以ツテ重症肺結核．＝･移行シ多

比較的少ク策養状態ノ良イモノニアツテ.ハ「ツ」

　

登性漿液膜炎ヲ起シタリスル症例ニアリテハ、

反恵二比較的強盛ヲ持続シテヰルガ、全身症状

　

「ツ」反恵ハ著明ナ強化サ示サタカ叉・ヽ次第二低

ノ重篤ナ重症者ハ反恵微弱ヲ呈シテヰル、更二

　　

下シテ遂二陰性トナル、コレ等ノ症例ハNr.

惨出液ノ増量ト共ニ「ツ」反恵八次第二弱化シテ

　　

29、Nr. 30、Nr. 31、Nr. 32、Nr. 33 及ソレ

病機ノ頂上二於テ最モ微弱ヲ呈スル。

快復期二入ルト共二反息八次第二強化スル。経

過中二於テ若シモ再殺、叉ハ他側ノ併殺、叉ハ

腹膜炎等ノ合併症ノ起ル時ニハ「ツ」反恵ハ挫折

的二低下チ示シ、コ1ノニ併行シテ赤沈反息値モ

突然二昂進ヲ示ヌヽ。Nr. 15、Nr. 17、Nr. 20、

Nr. 21、Nr. 23 等デアル。

以下ノ症例が明白二物語ツテヰル。

印チ肋膜炎臨休経過中二於テハ可成著明ニ「ツ」

反意ノ消長ヲ示ヌ、モノデアルガ微弱反塵が’強化

スルコトハソノ経過ノ良好テ意味スルモノデ

アル。之等ノ症例ハNr. １、Nr. ２、Nr. ３、

Nr. ４、Nr. ５、Nr. ６、Nr. ７、Nr. ９等デ極

メテ良好ナ経過ヲ取ツタモノデアルガ、ソノ恢
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復期二於テ一度ハ必ズ反吃ノ強化予示シテ中ル

モノテアル。

前述ノ如ク肋膜炎二於テハ･勺以:睨ト赤沈ソ胞

トケ共ニョヤ一致シテソノ往後及百過ノ指針lヽ

ナル好臨林方法デア～が、爾晋ノ何レニ於テモ

少放ノ特異例が育イドいレ

特異仰卜ヽNr. If; z如ク、

。「ツ１反憲二就テノ

　

呉症ノごヨリ恢没後

697

ノデアル。叉赤沈反廬二於ケル特異ナモノハ

Nr. １８、Nr.Ｄ 才二兄ルモノデ多T殖ノ惨出液

が長閲二亙り巡川二諸溜セルーモ門シズ、叉胸

帽川片引判肺丿川凡二結吻山号片ごムルーモ門

う　ソ、、赤沈反睨ハ７回ノ楡喪中殆・ド正常値域

－¦レりnキ特叫1列ガコレデアル。

第:4節

　

肋膜炎維過後二於ケノいツ｣反㈲

肋膜炎ノ良好ナ紆岫ヲ悍ツタモノガ、惨出液ノ

吸牧、赤沈値ノ正常化ノ後二今夕健康偕Iヽナツ

列寺、今迄弧化シテ来夕「ヽ勺以昨ンヽ如何ナル態

度テ示入力卜二フ問逝二就テハ余ミレヽ以１汐ト

就テ観そシ９土タ。

　

コノ中ノ十除plト帆テ｡ハ全

ク健康トバソテ宍務二巾Tこテリ寸卜づ「乃至「

ケ年二なり以復に･ｿ」以吃ｦ･楡レフヰル。

　

コドぷ

ヲ人別ノ、ルトペノ３群二分ケドル。

第１騨ハNr. １、Nr. ２、Nr. ３、Nr. ４、Ｎｒ．こ）、

Nr. 6、Nr. 7、Ｎｒうべふデアツテ恢丿期一於

テ著明二回届シタ「ツ」反庖づ「診ラ紆テも仁一、

噌強サレタ状態列十ゾドテHypereiソｅｦｰ保ツ

テヰぶモノデアノl・、中ニ｡’ヽNr. 1、Nr. 2、Nr.

Nr. 7淳ノ如ク::3ヶ年ニ

テヰルモノづ゛J;とルノデアル。

第２俳二屈フ､ルモノハ「ツ」反､他が胸水吸収期二

最モ促悠二達シソレヨリ漸次低下シテベ第二弱

μ敗プ示シ引反肛二於テｎ払ノ､ルモノデ、

　

ソ

　

レ

等ノ症例ノヽNr. 8、Nr. 10、Nr. 11、Nr. 12

等バj’キ場八ヽデアノし

第３偕二心スルモノハ皆岡／反復穴杏二於ヤモ

時二弘り丈庶テ示ソヽモノデアル。「ツ」反庖ハモト

ヨリ敏感ナ生爆円的ビ他デアツテ種々ナ閲況、

淀川し帽1疾当ノ冷響プそケテ兄化-りレモノデ

アルガ、余首ノ:仁年詮二亙ル観察二於テカ第１

訂ユ脇りレモノガり夕、殊ごバト少者ニｙカヽフバ

第｣･節

　

仙過中ノ合併症一就テ

惨割判力膜炎ノ維過中火川万迦後二於夕将,I,･核

徊丿合併症ハ几ユル種類ノ結核テ弩へ得ルノデ

アルガ、非結核性ノaヽ汚症トシテ余子ノ江意ﾌﾞｰ

牽イタモノハ急性出血性腎炎デアル。

症例Nr. 19、Nr. 24、Nr. 2へNr. 26、Nr.

27、Nr. 28 等デア几･、何レモ脳J水ノ吸収彫Ｄヽ

ナリテ｢ツ｣梢い屁盛lヽナツタ時間二腎炎回収サ

頴シテヰル。知引心トシやハ浮肺テ訴へ、蛋白尿

二圓目レ誤明シ、芳明二赤I皿球址二少敬ノ白血

球元御川シタ、ソシう多:クハ一過性デ蛋白尿ハ

ナクナリ浮腫こ減心シテ恢癒尹見ルガ少敬者二

於テハ柏いテ頑[間二慢性ト腎炎二侈行フ、ルモノ

モアル。と等ノ慢性二移行シタモノガ如何ナル

経過ヲ･取ルカ、-1レト結核賢ノ殺束ト如何ナ｡､レ

闘係プ有フ､ルカ、尚ホ今後ノ親察ラ緬行シタ４、

コし咋腎炎ノ釧々が肋膜炎ノ恢良期持ニ「ツ」、

「アレノレギーゴガご盛トナリテ特いこ夕方が、吾

々り･シテ、雨に間ノ偶然ナうザル何才力ノ因眼

門係二想到セシノダ所川デアル。

尚少版図二於-≒ヽ余言ノ初ノテ顔ダセ～時叫二

慢性腎炎ノ型テ示シｊ’中テ、浮且モ芳明ナラ

ズ、父心臓、血爪搾モ異状ナ入唯尿中二足白

九丿ノ朕二赤血球ハレク、唯白血球ヲ･多敬二認

｡･･タ、ソごテ可成外力的ノ検索ニそはレズ結核

菌ノ誰判ハ常こイ仙ヒュ終ツテヰ･・モノガアパ、

コレ等二就イテ７史二深イ臨休知兄々モ鼎寸明

カーしタ１ト､Ｓフ。
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第7章 概観的検討虹二結論

　

吾等臨林家 が 日常多 モ屡 々観察 ノ機會 テ有 スル

滲 出性肋膜炎 ノ・結核病學上特殊 ナ興 味 ヲ以 ツテ

研 究 サ レテヰル疾 患 デ ア リ乍 ラ、 ソノ礎 症 ノ機

轄 二關 シテノ、今 日爾 ホ全 ク關 明サ レタ ト言 ヒ得

ナイ ノテアル。

特 瑳性肋膜 炎IdiopachischePleuritis.感 冒 性

肋膜 炎Erk51tungspleuritis等 ノ呼構 や観 念ノ・

今 日既 二改 メ ラレタ トノ・言 ヘ ソ ノ直接 ノ登症原

因 二就 イテノ・爾諸家 ノ議論 が優 々 デァル。滲 出

性肋膜 炎 テ 以 ツテ 明 白 ナ 活動 性結 核 ノ表現 ト

考 ヘル:Laennec,叉 ノ・:Laudouzy等 ノ 如 ク初

期喀 血 ト同等 ノ意義 テ認 メル者 モ アル。叉肋膜

炎 ノ登 症 二關 シテHamburger,Kleinschmidt,

Euge1,Finkelstein等 ノ・肋膜 直下 二存在 スル肺

ノ病攣 テ重 視 シ、炎衝 が直接肋膜 テ侵犯 スル ト

考 ヘル、又肺 門淋巴腺 ノ病攣 が登症 ノ不可鋏 ノ

要 因 デ アル如 ク考 ヘル人 々モ アル。Arboleri廿s,

Schraedei等 デ アル。

結核 菌 自照 が血行性 二肋膜炎 テ登症 セ シメル ト

考 ヘルノ・Petruschky,Ribert,Grau.Brae-

uning等 デRelcker.及Ulriciモ 亦滲 出性肋膜

炎 ト血行性結核 ノ密接 ナ關係 テ強調 スル。

本邦 二於 テ金井 徳次郎 氏等ノ・肋膜炎癸症 ノ直接

ノ機軸 ノ・植物性神経 系 ノ失調及 内分 泌障碍 デア

ル ト主張 スル。

然 シ乍 ラ今 日最 モ重視.サ レルノ・結核菌毒 ノ存在

ト生艦 ノ「ア レル ギー」性 トノ關係 デ アツテコ

レテ'重要T見 スル ノ)々ノ・Feudoloo,K6niger,

Bruns-Ewig,Wallgren,Orotz,May.Graham

等 デ アツ タ。殊 ニ モ近 葉 二於 ケルRist,Patcrson

&Steward,T.且oward,T.Furlan等 ノ動物

實験拉 二臨外 的知見 ラ通 シテ、登症 ト生盟 ノ「ア

レル ギー」トノ密接 ナ關係 ラ知 ル ノデアル。

コ ノ重要 ナ 役 目 テ有 スル トサ レテヰル「ツベル

ク リンアレルギー」ノ見地 ヨリ、 皮 内反慮 テ通

シテ、登 症前後 ノ「アレル ギー」ノ關係、更 ニ一

歩進 ンデ其経 過 トノ關係 テ再検討 セ ン トスル が

余等 ノ合 同 ノ企圖 デアル。

若 シ「ツベル クリン」、 「ア レル ギー」ガ肋膜炎登'

症 ト關係 ガアル トス レバ強盛反慮 ラ呈 スル時二

登症 ノ・起 り易クナル ト考 ヘルベ キデ アル。然 シ

礎症 ノ極 メテ早 期 二於 テモ,假 令 ヘバ登症2巳
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叉､・ヽ３日－シテモ既二皮内反恚。・ヽ微弱ヲ呈スル

カ叉ダヽ屡々1000倍「ツベルクリン」陰性ヲ･示ス

コト､ハ吾等が経験シタ臨休的事賓デアツテ、コ

ノ再検討二拍車セル事貨デアツタ､、

余等ノ観察ナシ得タ成績テ以テ考察フ､レバ、前

述ノ如クニ惨出性肋膜炎ノ毅症ハ多クハ「アレ

ルギー」ノ彊盛ナ時二毅症スル。叉全ク「ツ」反

庶陰性時ヨリ陽性糖化シテ更二肋膜炎サ我家フ、

ル迄比較的二精確二観察シ得タ症例Nr. 15、

Nr. 21等二於デ見ルニ陽性韓化後二於テ、毅

症前｡ハ比較的二強反樹ヲ示シテヰルノデアル。

卸チ一旦ハ彊丿丈喫テ示シテ後二惨出性肋膜炎テ

起シテ来テヰルノデアル。

然シヤラ少叙例二於テハ仮令ヘバＮｒ.16ノ如

ク最初ヨリ極ノテ弱ば庖ラ示シツヽ肋膜炎テ良

症シタ事賓ガアル。

他方、極ノテ「ツ」反慰が強盛テ示シ乍ラ全ク肋

膜炎テ起･､コIヽナク経過スル結核感染ヲ多撒観

察フ、ル事貨ヨリ考ヘテ、軍二客観的二批判出来

ル「アlノルギー」ノ強弱ト言フコトノ他ニ、個人

ノ内因的ナ醵況叉ハ鱈質ト言フコトヤ叉ハ種々

ナ不利ナ生活條件、暇令ヘバ激勢、梨養不良等

ノ影響モ考慮二入レネバナラヌ。

従ツテ臨休家ハ「アレルギー」ノ強盛ナ肺門結核

等ハ養護的ナ生活指導ヲセネバナラ孔惨出性

肋膜炎ヲ･毅症フヽルト皮内反庶ハ可成急速二著明

二低下シテ家ル。

　

重症肺結核が消極性「アユわレ

ギー」ニ轄化スル時ハ比較的緩除デア･レガ肋膜

炎毅症ノ時／ヽ比較的二急激二低下尹示フ、、

　

コ

　

ノ

好例ハNr. 17デア7レ。

叉毅症後ノ「ツ」反庖ノ弱化ノ度合ハ臨休的諸症

候印チ毅熱、赤沈等二比例スル、特二貪熱トハ

密接ナ開係テ有フ、ルヤウユ見エル。

711

臨林家が観察フ､ル時｡・ヽ一多クハ既ニ「アlノルギー」

。’ヽ低下シテヰル。叉屡カ1000倍が陰性ヲ呈フ、

ル（8．8ル）、然シコノ1000倍陰性者二更二濃４

「ツ４ルクリン」ラ両l検フヽル時。ハ多クハ陽但EテJl

フ、。印チ全クソノ陰性反恚テ示スノデナク「ア1ノ

ルギー」が弱化シテヰルコトテ示スノデアル。

「ツベルクリン」原液－デ全夕陰性二終ツタ肋膜

炎デ明カニ惨出液テ疏明シタモノ、郎チ非結核

性漿液性肋膜炎ノ存在テ３例二就イテ確ノ･タ、

ソシテソノ知見ヲモ述べ｀タ。

肋膜炎ノ経過中二於テハ･‾ツム「アレルギー」ハ

著明二愛化テ示八郎チ惨出液ノ吸収が起ツテ

維過良好ナルモノハμ慰が増強フ、ル、μ之、重症

肺結核二篠行シタリ、腹膜炎ｦｰ叉ハ多特性漿液

膜炎ヲ併殺フ､ルモノニ於テハ弱化シテ遂ニハ陰

性トナル。臨休的ニハヨク赤沈反施ト一致シテ

経過叉ハ慄後ノ指針トナシ得ル。

良好ナ維過テ憚り健康慌二返ル時「ツ」反他レヽ長

夕張盛反息テ持栢シテヰルモノガ多イ、少敷二

於テ｡ハ全ク健康賠ドナルド、叉「ツ」反礁が低下

シテ乗ルモノガアル。

症例ノ観察中二於テ「ツ」反庖ノ陽輯ハ赤沈反庖

及「レ」所見ヨリ逞カニ遅レテ現ハレタ賓例テ維

験シタ。

肋膜炎ノtl漣中殊二恢復期二向ヒ、「ツ」反彪強

化セル後二屡カ腎炎ノ特症ヲ観察シタ、観察シ

タ時期二出血性腎炎像テ呈シタモノト、既二可

成慢性ノ像テ呈シテ蛋白尿ト白血球トノミヲ認

メ　ターフ、ギタモノトアル。可及的丹精二結核菌

ノ澄明二努カシテ肋膜炎後二乗ル腎結核ト匹別

シタ。恢復期二於ケル注目フ、ベキ合併症デアル

コトテ強調スル。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

結

　　

論

１．

　

惨出jl生肋膜炎ダ｀「ツルクリン」ゝ「アレルギ

　　

ル。

－」ノ旺盛期hypercrgischer Znstand ニ脅症　　２．肋膜炎登症ト同時ニ「ツ」、「アレルギー」ノヽ

スルコトガ多イガ、亦弱反施テ呈スル時ニモ登

　　

可成急速二低下スル、臨休家が観察スノレノ’ゝ多ク

症ナシ得ル、印チ個人。’慌況叉ハ鱈質が開係ス

　

、ハ低下セル時期デアル。
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３。重症ナ場合屡カ「ツ」反廳1000倍が陰性サ

呈スルガ｀、使用「ツベルクリン」濃度チ高メルト

多ク､ハ陽性テ呈スル。

４．

　

微賜化セル「ツ」、「アレルギー」。ハ惨出液ノ

吸収及全身ク恢復ト共二著明二強化スル。

５．

　

重症肺結核、多数性漿液膜炎、脳膜炎等ラ

稚稜シタ場合ニハ「ツ」反施ハ強化セタノミカ次

第二弱化シテ遂二陰性二到ル。

６．「ツ」反嘸ノ反復検査ノヽ赤沈反咆ト大僣一致

シテ肋膜炎ノ経過ヲ指示スル。

７．

　

全ク肋膜炎症状が消退シテ赤沈が正常値ニ

【第18巻

返り健康膿トナツタ時、大多数二於テノヽ長ク

「ツ」反廳が強盛テ保ツテヰルガ少敬二於テノヽ再

ビ賜化シテ束ルテ認ノ1タ。

８．

　

肋膜炎ノ経過中殊二惨出液吸収期二入リ、

「ツ」反慮強盛トナツタトキ屡カ腎炎ノ併碓スル

ヲ･観察シタ､、

９．「ツ」・ヽ全ク原液－デ陰性二終ツタ非結核性

肋膜炎ト思ノヽレルモノ３例ヲ観察シタ。

10．肋膜炎臨林二於テ「ツ」反廳ノ反復検査パ意

味が多イ（T文獣後出）。

恩師有馬教授ノ御校閲二深謝７ヽ。


